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ペンタセン（PEN）は有機溶媒に溶けにくいため，低コストで製膜できる湿式法を直接用いる

ことが困難である．このような有機半導体材料の場合，可溶性の前駆体化合物の薄膜を湿式法に

より作製した後，熱もしくは光によって転化させて，目的とする化合物の薄膜を得る前駆体法が

有用である．PEN の代表的な可溶性前駆体化合物として，熱処理により PEN に転化する

13,6-N-Sulfinylacetamidopentacene（SAP; Fig. 1）がある[1]．これまでの研究では，大気中での PEN

の酸化[2]を防ぐために（Fig. 1），熱転化反応は窒素雰囲気下で行なわれてきた[3]．しかし，大気

下での反応中で PEN が酸化することの実験的証拠は得られてなく，PEN の酸化が SAP の熱転化

反応に及ぼす影響はわかっていない．  

本研究では，薄膜中の微量成分でさえも高感度に測定ができる赤外 p 偏光多角入射分解分光

（pMAIRS）法[4]を用いて，PENの酸化物生成が熱転化反応中の PENの薄膜成長に及ぼす影響を

詳しく調べた．大気下で熱処理して得た薄膜の pMAIRS スペクトルには，窒素雰囲気下のときに

はなかった酸化物由来の振動バンドが現れたことから，確かに酸化物が生成していることがわか

った．さらに，pMAIRS スペクトルから，PEN の分子配向角を求めたところ，窒素雰囲気下で転

化させたときと比べて，よりランダム配向に近かった．これは，PEN の酸化物が PENの結晶成長

を阻害するためであると考えられる． 
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Fig. 1 The conversion reaction from SAP to PEN in ambient air 
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